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 欧米列強による主な植民地 

西太后（1835～1908） 

恭親王奕訢（1833～1898） 

第 10代皇帝 同治帝 

清
朝
の
眺
望
３ 

 

ア
ヘ
ン
戦
争
以
後
の
ア
ジ
ア
の
歴
史
を
大
ま
か
に
見
れ
ば
、
欧
米
列
強
の
ア
ジ
ア
進
出
に
対
す
る
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
反
撃
の
歴
史

で
あ
る
。
そ
れ
を
、
別
の
角
度
か
ら
見
れ
ば
、
白
色
人
種
の
支
配
に
対
す
る
、
有
色
人
種
に
よ
る
、
自
由
の
た
め
の
戦
い
の
歴
史
で

あ
る
と
も
言
え
る
。
日
本
の
日
露
戦
争
の
勝
利
は
、
当
時
発
明
さ
れ
た
ば
か
り
の
映
画
に
よ
っ
て
、
そ
の
海
戦
の
様
子
な
ど
が
、
ア

ジ
ア
の
人
び
と
に
知
ら
さ
れ
、
大
喝
采
を
博
し
た
と
い
う
。
こ
の
戦
争
で
の
日
本
の
勝
利
は
、
歴
史
上
初
め
て
、
白
人
に
対
し
て
有

色
人
種
が
勝
利
し
た
出
来
事
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
有
色
人
種
に
自
信
と
希
望
を
与
え
た
と
い
う
。 

 

欧
米
列
強
は
15
世
紀
末
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
や
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
各
地
を
殖
民
地
に
し
、
続
い
て
南
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
を

つ
ぎ
つ
ぎ
と
植
民
化
し
、
し
だ
い
に
東
ア
ジ
ア
へ
と
進
出
し
て
来
た
。 

１
５
１
１
年
マ
ラ
ッ
カ
、
今
の
マ
レ
ー
シ
ア
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
に
） 

１
５
７
１
年
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
ス
ペ
イ
ン
領
に
） 

１
８
９
８
年
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
ア
メ
リ
カ
領
に
） 

１
７
０
０
年
代
半
ば
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
オ
ラ
ン
ダ
領
に
） 

１
７
６
５
年
イ
ギ
リ
ス
、
イ
ン
ド
の
植
民
化
を
始
め
る
。 

１
８
１
９
年
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
イ
ギ
リ
ス
領
に
） 

１
８
２
６
年
～
１
８
８
６
年
ビ
ル
マ
（
イ
ギ
リ
ス
領
） 

１
８
６
２
年
～
１
８
８
４
年
ベ
ト
ナ
ム
（
フ
ラ
ン
ス
領
） 

１
８
６
３
年
カ
ン
ボ
ジ
ア
（
フ
ラ
ン
ス
領
に
） 

１
８
９
５
年
マ
レ
ー
シ
ア
（
イ
ギ
リ
ス
領
に
） 

１
８
９
９
年
ラ
オ
ス
（
フ
ラ
ン
ス
領
に
） 

１
９
０
９
年
マ
レ
ー
（
イ
ギ
リ
ス
領
に
） 

 

こ
の
間
、
ア
ジ
ア
で
植
民
地
に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
タ
イ
と
日
本
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
ま
か
に
見
れ
ば
、
日
本
は
ア
ジ

ア
解
放
の
頭
目
の
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
事
実
は
、
狡
猾
な
侵
略
者
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
で
唯
一
、
植
民
地
を
持
っ
た
国
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
西
洋
列
強
の
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
進
攻
に
つ
い
て
、
人
種
的
な
見
方
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
見
方
が
あ

る
。
例
え
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
文
明
の
進
出
、
資
本
主
義
（
帝
国
主
義
）
の
侵
略
、
産
業
革
命
に
よ
る
機
械
文
明
の
征
服
、
民
主
主
義

と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
体
制
の
強
制
、
自
由
貿
易
の
た
め
の
進
出
な
ど
な
ど
。
し
か
し
、
西
洋
列
強
は
侵
略
者
で
は
あ
る
が
、
た
ん
な

る
暴
力
（
軍
事
力
）
だ
け
で
世
界
を
支
配
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
ら
に
は
、
中
国
な
ど
の
旧
世
界
に
は
な
い
新
鮮
な
魅
力
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
近
代
文
明
（
産
業
革
命
文
明
）
と
い
う
新
し
い
風
で
あ
っ
た
。 

 

１
８
６
１
年
、
咸か

ん

豊ぽ
う

帝て
い

が
30
歳
で
没
し
、
４
歳
の
同
治

ど

う

ち

帝て
い

が
即
位
し
た
。
同
治
帝
は
、
咸
豊
帝
の
第
２
夫
人
の
西
太
后

せ
い
た
い
こ
う

の
子
で
あ
る
。 

咸
豊
帝
は
死
の
前
に
、
８
人
の
大
臣
に
、
幼
い
同
治
帝
を
補
佐
す
る
よ
う
遺い

詔
し
ょ
う

を
残
し
て
い
た
が
、
西
太
后
は
、
皇
后(

東
太
后) 

恭
親
王
奕
訢

き
ょ
う
し
ん
の
う
え
き
き
ん

（
同
治
帝
の
叔
父
）
と
組
ん
で
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
し
、
８
人
の
大
臣
を
粛
清
し
、
恭
親
王
と
共
に
清
朝
の
実
権
を
握
っ

た
。（「
辛
酉

し
ん
ゆ
う

政
変

せ
い
へ
ん

」）
以
後
、
西
太
后
の
垂
簾
聴

す
い
れ
ん
ち
ょ
う

政せ
い

が
始
ま
っ
た
。 
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第 11代皇帝 光緒帝 

欧
米
列
強
の
進
攻
に
よ
っ
て
、
中
国
で
は
、
西
洋
の
近
代
文
化
受
容
派
と
、
中
国
の
伝
統
を
守
る
西
洋
文
化
否
定
派
と
が
交
互
に

立
ち
現
れ
た
。 

１
８
６
１
年
（
咸
豊
11
）
恭
親
王
に
よ
っ
て
、
外
交
と
洋
務
の
た
め
の
官
庁
で
あ
る
総
理
各
国
事
務
衙
門

そ

う

り

か

っ

こ

く

じ

む

が

も

ん

（
略
し
て
総
理
衙
門

そ

う

り

が

も

ん

、

総
署
な
ど
と
言
う
）
が
設
立
さ
れ
た
。 

１
８
６
４
年
（
同
治
３
）
漢
人
の
軍
閥
で
あ
る
曽
国
藩

そ
う
こ
く
は
ん

の
湘

軍

し
ょ
う
ぐ
ん

や
李
鴻
章

り
こ
う
し
ょ
う

の
淮
軍

わ
い
ぐ
ん

の
力
で
、
太
平
天
国
の
乱
が
平
定
さ
れ
、 

西
洋
諸
国
と
の
争
い
も
な
く
、
ひ
さ
し
ぶ
り
に
国
内
に
平
和
が
お
と
ず
れ
た
。
こ
の
期
間
を
、
「
同
治

ど

う

ち

の
中

興

ち
ゅ
う
こ
う

」
と
呼
ぶ
。 

 

太
平
天
国
の
乱
が
平
定
さ
れ
る
と
、
湘
軍
は
解
散
さ
れ
た
が
、
李
鴻
章
は
、
ひ
き
つ
づ
き
国
内
の
反
乱
討
伐
に
従
事
し
、 

し
だ
い
に
兵
権
を
掌
握
し
、
彼
を
頭
と
す
る
北
洋

ほ
く
よ
う

軍
閥

ぐ
ん
ば
つ

が
成
立
し
た
。 

 

同
治
中
興
の
新
政
の
実
現
に
は
、
恭
親
王
と
李
鴻
章
の
力
が
大
き
か
っ
た
。 

彼
ら
は
西
洋
文
化
を
理
解
し
、
そ
の
輸
入
に
尽
力
し
た
。
曽
国
藩
や
李
鴻
章
の
提
案
で
、 

上
海
・
蘇
州
・
安
慶
な
ど
に
官
営
の
武
器
製
造
所
が
、
福
州
に
は
造
船
所
が
つ
く
ら
れ
た
。 

こ
れ
ら
の
工
場
で
は
、
兵
器
だ
け
で
な
く
、
製
鉄
や
書
籍
の
翻
訳
出
版
ま
で
行
な
っ
た
。 

さ
ら
に
李
鴻
章
は
、
海
岸
行
路
の
発
展
を
見
越
し
て
、
政
府
の
資
本
で

招

商

局

し
ょ
う
し
ょ
う
き
ょ
く

（
汽
船
会
社
）
を
設
立
し
た
。 

 

ア
ヘ
ン
戦
争
以
降
、
交
通
線
の
大
変
革
が
起
こ
り
、
そ
れ
ま
で
、
大
運
河
の
沿
線
で
栄
え
た
蘇
州
な
ど
の
都
市
が
衰
え
、
天
津
・

上
海
・
広
東
な
ど
の
海
港
が
発
展
し
た
。
し
だ
い
に
運
河
沿
線
は
不
景
気
に
な
り
、
失
業
者
が
あ
ふ
れ
、
そ
の
結
果
、
排
外
的
な
感

情
が
ふ
く
ら
ん
で
い
っ
た
。
ま
た
、
１
８
６
５
年
（
同
治
４
）
、
イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
っ
て
、
北
京
郊
外
に
敷
設
さ
れ
た
中
国
で
最
初
の

鉄
道
が
、
住
民
の
反
対
に
よ
り
撤
去
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
上
海
・
呉
淞

ご
し
ょ
う

間
に
開
通
さ
れ
た
鉄
道
も
、
民
衆
の
反
対
で
廃
線
に
な
っ
た

（
１
８
７
７
年
・
光
緒
３
）。
し
か
し
、
李
鴻
章
は
、
北
京
北
方
の
炭
鉱
か
ら
石
炭
を
運
ぶ
た
め
に
、
馬
車
を
走
ら
す
と
偽
っ
て
、
鉄

道
を
敷
設
し
、
汽
車
を
走
ら
せ
た
。
こ
の
頃
、
中
国
で
、
は
じ
め
て
機
関
車
も
製
造
さ
れ
た
。 

 

政
府
は
、
外
交
官
養
成
の
た
め
、
１
８
６
２
年
（
同
治
元
）
同
文
館
を
設
立
し
、
英
語
・
ロ
シ
ア
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
や
数
学
・
自

然
科
学
・
商
学
を
教
え
た
。
さ
ら
に
、
李
鴻
章
ら
の
提
案
に
よ
り
、
上
海
・
広
東
に
も
学
校
が
設
立
さ
れ
、
西
洋
の
文
化
を
急
い
で

吸
収
し
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、
１
８
７
２
年
に
は
ア
メ
リ
カ
に
留
学
生
を
派
遣
し
、
つ
づ
い
て
ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス
に
も
派
遣
し
た
。

上
海
な
ど
に
造
ら
れ
た
租
界

そ

か

い

は
、
国
際
都
市
と
な
り
、
西
洋
と
中
国
と
の
文
化
的
な
窓
口
と
な
っ
た
。 

 

世
界
の
中
の
中
国
の
位
置
を
、
よ
う
や
く
理
解
し
は
じ
め
た
中
国
は
、
外
交
官
を
欧
米
に
派
遣
し
、
欧
米
列
強
も
北
京
に
公
使
を

駐
在
さ
せ
た
。
し
か
し
、
伝
統
派
の
反
対
も
強
く
、
民
衆
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
迫
害
運
動
（
教

案

き
ょ
う
あ
ん

）
が
毎
年
の
よ
う
に
各
地
で
起
こ

っ
た
。 

１
８
７
５
年
（
同
治
14
）
同
治
帝
が
19
歳
で
病
死
す
る
と
、
西
太
后
は
、
多
く
の
反
対
を
斥
け
て
、
同
治
帝
の
従
弟
（
西
太
后
の

妹
の
子
）、
３
歳
の
光こ

う

緒ち
ょ

帝て
い

を
即
位
さ
せ
、
後
見
人
と
な
っ
た
。
同
治
帝
の
皇
后
（
20
歳
）
を
幽
閉
し
殺
害
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。 

１
８
８
１
年
（
光
緒
７
）
東
太
后
が
突
然
死
し
た
（
45
歳
）。
脳
卒
中
と
い
わ
れ
る
が
、
真
相
は
不
明
。 

朝
廷
は
暗
雲
の
下
に
あ
っ
た
が
、
李
鴻
章
ら
洋
務
派
官
僚
の
、
欧
米
に
習
っ
た
、
近
代
的
経
済
活
動
で
、
資
源
や
交
通
な
ど
が
開
発

さ
れ
て
い
っ
た
が
、
し
か
し
、
西
洋
列
強
と
の
対
等
な
関
係
を
強
い
ら
れ
た
清
国
は
、
面
目
丸
潰
れ
で
、
周
辺
国
と
の
関
係
も
断
た

れ
、
周
辺
国
は
西
洋
列
強
の
植
民
地
と
な
っ
て
い
っ
た
。 

１
８
８
３
年
（
光
緒
９
）
フ
ラ
ン
ス
が
中
国
の
保
護
国
（
朝
貢
国
）
で
あ
る
越え

つ

南な
ん

（
ベ
ト
ナ
ム
）
を
占
領
し
た
。 

１
８
８
４
年
（
光
緒
10
）
中
国
、
越
南
へ
軍
を
派
遣
し
、
清
仏
戦
争
始
ま
る
。 

１
８
８
５
年
（
光
緒
11
）
中
国
は
フ
ラ
ン
ス
に
敗
北
し
、
越
南
は
フ
ラ
ン
ス
の 

保
護
国
に
な
っ
た
。
恭
親
王
は
敗
北
の
責
任
を
西
太
后
に
追
及
さ
れ
、
失
脚
。 

東
太
后
が
死
に
、
恭
親
王
が
除
か
れ
、
西
太
后
が
清
朝
の
最
高
権
力
者
に
。 

１
８
８
７
年
（
光
緒
12
）
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
成
立
。
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
、 

ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
合
わ
せ
た
地
域
。
１
９
５
４
年
ま
で
支
配
さ
れ
た
。 

李鴻章（1823～1901） 
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同
治
年
間
に
新

疆

し
ん
き
ょ
う

の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
反
乱
を
お
こ
し
た
が
、
左
宗
棠

さ
そ
う
と
う

を
派
遣
し
て
１
８
７
８
年
（
光
緒
４
）
に
平
定
し
た
。
こ

の
内
乱
の
ど
さ
く
さ
に
、
ロ
シ
ア
が
イ
リ
地
方
を
占
領
。
１
８
８
１
年
（
光
緒
７
）
清
朝
は
ロ
シ
ア
と
イ
リ
条
約
を
締
結
し
領
土
の

一
部
を
失
っ
た
。 

 
１
８
７
１
年
（
同
治
10
）
李
鴻
章
ら
の
尽
力
に
よ
り
清し

ん

日に
ち

修

好

し
ゅ
う
こ
う

条
規

じ
ょ
う
き

が
天
津

て
ん
し
ん

で
締
結
さ
れ
た
。
こ
の
条
約
は
日
中
と
も
に
、
外
国

と
結
ん
だ
、
初
め
て
の
対
等
条
約
で
あ
っ
た
。
日
本
を
属
国
と
考
え
て
い
た
中
国
に
と
っ
て
は
屈
辱
的
な
条
約
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

１
８
７
３
年
（
明
治
６
）
外
務
卿
副
島

そ
え
じ
ま

種た
ね

臣お
み

に
よ
っ
て
批
准
さ
れ
発
効
し
た
。
両
国
間
で
琉
球
帰
属
問
題
が
で
た
が
、
清
国
に
は
、

不
満
が
あ
っ
て
も
、
も
は
や
、
領
土
を
主
張
す
る
力
は
残
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。 

 

１
８
７
５
年
（
明
治
８
）
江こ

う

華か

島と
う

事
件
が
お
こ
っ
た
。
１
８
７
６
年
（
光
緒
２
）
日
本
が
朝
鮮
の
永
安
城
を
占
領
、
李り

氏し

朝

鮮

ち
ょ
う
せ
ん

と

不
平
等
条
約
で
あ
る
江こ

う

華か

条

約

じ
ょ
う
や
く

（
日に

っ

朝
ち
ょ
う

修

好

し
ゅ
う
こ
う

条
規

じ
ょ
う
き

）
を
締
結
。
朝
鮮
は
、
あ
ら
か
じ
め
中
国
の
同
意
を
え
て
、
独
立
国
の
よ
う
に

ふ
る
ま
っ
た
。
李
鴻
章
は
、
中
国
が
国
際
紛
争
に
ま
き
こ
ま
れ
る
の
を
さ
け
る
た
め
に
黙
認
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
朝
鮮
は
、
同

様
の
条
約
を
西
洋
列
強
と
結
ぶ
こ
と
に
な
り
、
結
果
的
に
朝
鮮
は
、
日
本
の
手
に
よ
っ
て
開
国
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

１
８
８
４
年
（
光
緒
10
）
12
月
、
開
化
派
が
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
し
、
日
本
の
支
援
で
新
政
府
樹
立
を
宣
言
し
た
が
、
清
軍
に
攻
め

ら
れ
ク
ー
デ
タ
ー
派
は
敗
退
、
日
本
軍
も
撤
退
、
清
国
に
支
援
さ
れ
た
守
旧
派
が
勝
利
し
、
１
８
８
５
年
４
月
、
伊
藤
博
文
と
李
鴻

章
が
会
見
し
て
天
津
条
約
を
締
結
、
両
国
と
も
撤
兵
し
た
。
１
８
６
０
年
代
か
ら
朝
鮮
で
は
政
治
的
な
混
乱
が
つ
づ
き
、
各
地
で
農

民
の
蜂
起
が
お
き
て
い
た
。
つ
い
に
１
８
９
４
年
（
光
緒
20
）
全
国
的
な
内
乱
で
あ
る
東
学
党

と
う
が
く
と
う

の
乱
（
甲こ

う

午ご

農
民
戦
争
）
が
お
こ
り
、

朝
鮮
の
閔び

ん

氏し

政
権
は
乱
鎮
圧
の
た
め
に
、
清
国
に
援
軍
を
要
請
、
天
津
条
約
に
も
と
づ
き
、
日
本
は
邦
人
保
護
の
名
目
で
た
だ
ち
に

派
兵
、
清
軍
と
日
本
軍
が
漢
城
（
ソ
ウ
ル
）
近
郊
で
対
峙
し
た
。
閔
氏
政
権
は
慌
て
て
反
乱
を
収
束
し
、
日
清
両
国
に
撤
兵
を
申
し

入
れ
た
が
、
両
国
は
拒
否
。
８
月
１
日
、
両
国
は
宣
戦
布
告
し
日
清
戦
争
が
勃
発
し
た
。
こ
の
戦
争
は
、
朝
鮮
半
島
の
支
配
権
を
め

ぐ
る
、
日
朝
の
戦
争
で
あ
っ
た
。
日
本
軍
は
朝
鮮
を
占
領
し
、
李
鴻
章
の
北
洋
艦
隊
を
撃
滅
、
中
国
に
侵
攻
し
た
。
清
国
は
惨
敗
。 

１
８
９
５
年
（
明
治
28
）
３
月
、
李
鴻
章
と
伊
藤
博
文
が
下
関
で
会
見
、「
下
関
条
約
」
を
締
結
。
清
国
は
、
多
額
の
賠
償
金
を
支

払
い
、
台
湾
・
澎ぼ

う

湖こ

島と
う

・
遼

東

り
ょ
う
と
う

半
島

は
ん
と
う

を
譲
渡
。
直
後
に
ロ
シ
ア
・
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
三
国
の
干
渉
で
、
遼
東
半
島
を
返
還
し
た
。 

 

日
清
戦
争
の
敗
北
は
、
小
国
日
本
に
敗
北
し
た
こ
と
、
朝
鮮
が
独
立
国
に
な
っ
た
こ
と
、
台
湾
が
割
譲
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ

て
、
中
国
の
知
識
人
に
大
き
な
衝
撃
を
あ
た
え
、
は
じ
め
て
彼
ら
に
、
民
族
的
危
機
を
自
覚
さ
せ
た
。
ま
た
、
第
２
次
ア
ヘ
ン
戦
争

の
敗
北
以
後
、
西
太
后
や
李
鴻
章
の
す
す
め
て
き
た
洋
務
運
動
（「
中
体
西
用
」
と
い
う
考
え
方
）
の
失
敗
を
も
意
味
し
て
い
た
。 

 

日
本
は
、
そ
れ
ま
で
中
国
文
化
を
畏
敬
し
て
い
た
が
、
こ
の
戦
争
に
勝
利
し
て
か
ら
は
、
中
国
を
蔑
視
し
、
日
本
を
先
進
国
だ
と 

う
ぬ
ぼ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
帝
国
主
義
路 

線
を
選
び
、
昭
和
20
年
の
敗
戦
ま
で
中
国 

侵
略
戦
争
に
の
め
り
こ
ん
で
ゆ
く
。 

 

西
洋
列
強
は
、
小
国
日
本
に
敗
れ
た
中 

国
を
馬
鹿
に
し
て
、
ま
す
ま
す
過
大
な
要 

求
を
し
だ
し
、
中
国
は
半
植
民
地
と
化
し 

て
ゆ
く
。
ロ
シ
ア
は
遼
東
半
島
を
租
借
し
、 

満
洲
、
朝
鮮
に
進
出
。
ド
イ
ツ
は
青
島
を 

租
借
し
、
山
東
省
横
断
の
鉄
道
敷
設
権
を 

獲
得
。
ロ
シ
ア
は
さ
ら
に
旅
順
・
大
連
を 

租
借
地
と
し
、
鉄
道
の
支
線
延
長
の
権
利 

を
得
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
山
東
の
威
海
衛
を
、 

フ
ラ
ン
ス
は
広
州
湾
を
租
借
地
と
し
た
。 

 

ま
た
、
上
海
租
界
な
ど
、
外
国
租
界
が 

拡
張
さ
れ
独
立
国
の
よ
う
に
充
実
し
た
。 

日
本
が
上
海
に
租
界
を
獲
得
し
、
工
場
の 

建
設
や
生
産
加
工
業
が
公
認
さ
れ
た
こ
と 

に
よ
り
、
諸
外
国
も
同
様
に
公
認
さ
れ
た
。 

中国人から見た、19 世紀末の租界・租借地・外国領土 
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しゃさん

泰
たい

「時局圖
じきょくず

」1899 年ころ 

中国人による最初の風刺漫画。日本で発行された。 

列強が中国を狙っている。熊（ロシア）、虎（イギリ
ス）、蛙（フランス）、鷲（アメリカ）、日本の太陽から、
紐が台湾と福建に伸びている 

康有為 

１
８
８
９
年
（
光
緒
15
）
光
緒
帝
が
成
人
し
親
政
を
始
め
る
と
、
西
太
后
は
、
表
向
き
は
政
権
を
返
し
、
頤
和

い

わ

園え
ん

に
退
い
た
。 

そ
の
後
、
日
清
戦
争
に
敗
れ
、
李
鴻
章
は
一
時
失
脚
す
る
が
、
西
太
后
の
力
で
、
す
ぐ
に
復
権
し
、
１
８
９
６
年
（
光
緒
22
）
６

月
、
ロ
シ
ア
と
の
交
渉
に
当
た
っ
た
が
、
高
額
の
賄
賂
を
受
け
取
り
露
清
密
約
を
結
び
、
三
国
干
渉
の
見
返
り
と
し
て
、
満
州
に
お

け
る
ロ
シ
ア
の
権
益
を
拡
大
さ
せ
た
。 

ま
た
、
失
脚
し
て
い
た
恭
親
王
も
敗
戦
後
復
職
し
た
。 

帝
国
主
義
列
強
に
侵
略
さ
れ
、
辱
め
ら
れ
、
追
い
つ
め
ら
れ
た
、
瀕
死
の
中
国
人
の
前
に
、
二
つ
の
道
が
拓
け
て
き
た
。
一
つ
は
、

康
有
為

こ
う
ゆ
う
い

や
梁

啓

超

り
ょ
う
け
い
ち
ょ
う

ら
に
よ
る
改
良
主
義
の
道
で
あ
る
（
変
法
自
強

へ
ん
ぽ
う
じ
き
ょ
う

運
動
）。
も
う
一
つ
は
、
孫そ

ん

文ぶ
ん

ら
に
よ
る
革
命
の
道
で
あ
る
。 

清
国
で
は
、
日
清
戦
争
の
敗
北
の
当
事
者
で
あ
る
西
太
后
と
李
鴻
章
へ
の
不
満
が
噴
出
し
て
き
た
。
彼
ら
に
反
対
す
る
官
僚
た
ち

は
、
皇
帝
を
擁
護
し
、
光
緒
帝
と
軍
機
大
臣
の
翁
同
龢

お
う
ど
う
わ

の
下
に
集
ま
り
、
日
本
に
倣
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
根
本
的
受
容
に
よ

る
大
改
革
（
変
法
自
強
運
動
）
を
唱
え
る
康
有
為
一
派
と
協
力
し
て
改
革
を
実
行
し
た
。（
１
８
９
８
年
・
戊
戌
の
年
・
光
緒
24
）
光

緒
帝
は
、
６
月
か
ら
９
月
ま
で
の
１
０
０
日
間
に
改
革
を
行
な
う
よ
う
に
命
令
し
た
が
、
混
乱
を
ま
ね
い
た
だ
け
で
改
革
は
失
敗
し

た
。（
百
日
変
法
）
光
緒
帝
は
じ
ゃ
ま
な
西
太
后
を
幽
閉
し
よ
う
と
し
て
、
袁
世
凱

え
ん
せ
い
が
い

と
密
議
し
た
が
、
袁
世
凱
が
裏
切
り
、
西
太
后
に

密
謀
を
つ
げ
た
た
め
、
光
緒
帝
は
捕
ら
え
ら
れ
紫
禁
城
の
一
角
に
幽
閉
さ
れ
た
。
親
政
を
許
し
て
い
た
西
太
后
は
、
ふ
た
た
び
政
務

を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
改
革
派
は
反
逆
者
と
し
て
処
刑
さ
れ
、
康
有
為
と
梁
啓
超
は
海
外
に
亡
命
し
た
。（
戊
戌
の
政
変
）
恭
親
王

は
、
日
清
戦
争
敗
戦
後
復
職
し
て
い
た
が
、
戊
戌
の
政
変
の
直
前
に
病
死
し
、
西
太
后
の
独
裁
が
は
じ
ま
っ
た
。 

           

光
緒
帝
と
康
有
為
の
新
法
運
動
が
失
敗
す
る
と
、
国
粋
論
者
が
勢
い
づ
い
た
。
ま
た
、
１
８
９
９
年
（
光
緒
25
）
に
は
、
山
東
省

で
義
和
団
と
い
う
農
村
の
自
衛
集
団
が
お
こ
っ
た
。
彼
ら
は
「
扶
清
滅

ふ
し
ん
め
つ

洋よ
う

」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
か
か
げ
、
国
粋
的
な
政
治
権
力
と
結

ん
で
勢
力
を
拡
大
し
た
。
西
太
后
は
、
ひ
そ
か
に
義
和
団
を
後
援
し
て
、
外
人
を
襲
撃
さ
せ
た
。
１
９
０
０
年
（
光
緒
26
）
６
月
、

北
京
の
外
国
公
使
館
区
域
を
攻
撃
さ
せ
、
包
囲
さ
せ
た
。
列
強
諸
国
は
連
合
軍
を
つ
く
り
、
救
援
の
た
め
北
京
に
む
か
っ
た
。
清
朝

は
諸
外
国
に
宣
戦
布
告
し
た
（
義
和
団
の
乱
・
北
清
事
変
と
も
い
う
）。
八
国
（
日
・
英
・
露
・

米
・
独
・
仏
・
伊
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
の
連
合
軍
が
北
京
に
せ
ま
る
と
、
西
太
后
は
光
緒
帝

を
つ
れ
て
西
安
に
逃
げ
、
連
合
軍
は
８
月
北
京
を
占
領
し
た
。
10
月
以
降
、
李
鴻
章
は
全
権

大
臣
と
し
て
、
講
和
会
議
に
の
ぞ
み
、
１
９
０
１
年
（
光
緒
27
）
９
月
、
辛し

ん

丑
ち
ゅ
う

条
約
（
北

京
議
定
書
）
を
締
結
し
戦
争
は
一
応
終
結
し
た
。
李
鴻
章
は
、
11
月
病
死
し
た
。
１
９
０
１

年
８
月
、
清
朝
は
一
変
し
て
、
義
和
団
を
反
乱
軍
と
し
た
。
１
９
０
２
年
１
月
、
西
太
后
は

北
京
に
も
ど
り
、
排
外
主
義
を
改
め
て
、
康
有
為
ら
の
戊
戌
変
法
を
手
本
と
し
た
清
末
新
政

（
光こ

う

緒し
ょ

新
政

し
ん
せ
い

）
を
は
じ
め
た
。
そ
の
主
な
改
革
は
、
立
憲
君
主
制
へ
の
移
行
、
新
軍
の
建
設
、 

科
挙
の
廃
止
（
１
９
０
４
年
・
光
緒
30
）
な
ど
で
あ
る
。 
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孫文 

こ
の
戦
争
の
結
果
、
中
国
は
半
植
民
地
と
な
り
、
莫
大
な
賠
償
金
を
支
払
う
た
め
の
増
税
で
、
民
衆
の
不
満
は
清
朝
に
向
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
北
京
・
天
津
に
お
け
る
外
国
駐
屯
軍
の
承
認
（
日
本
も
北
京
に
駐
屯
軍
を
お
い
た
）。
民
衆
は
清
朝
に
失
望
し
、

孫
文
た
ち
革
命
派
を
応
援
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
袁
世
凱
の
力
が
増
し
、
北
洋
軍
閥
が
誕
生
し
た
。 

列
強
連
合
軍
は
、
一
年
間
ほ
ど
の
北
京
占
領
中
、
国
宝
級
文
物
や
貴
重
な
文
書
の
掠
奪
と
詐
取
と
破
壊
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
、
そ

れ
ら
の
多
く
が
国
外
に
流
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
中
国
美
術
の
価
値
と
、
そ
れ
へ
の
関
心
が
世
界
的
に
広
ま
っ
た
。 

１
９
０
０
年
、
ロ
シ
ア
は
、
混
乱
に
乗
じ
て
満
州
一
帯
を
占
領
。
日
本
は
朝
鮮
で
の
権
益
喪
失
の
危
機
を
感
じ
、
イ
ギ
リ
ス
の
支

援
を
う
け
、
ロ
シ
ア
に
抗
議
し
た
が
、
ロ
シ
ア
は
受
け
付
け
な
か
っ
た
。
１
９
０
２
年
１
月
30
日
、
日
英
同
盟
締
結
。
１
９
０
４
年

２
月
８
日
、
日
露
戦
争
開
戦
。
主
戦
場
は
南
満
洲
と
朝
鮮
半
島
。
１
９
０
５
年
９
月
５
日
、
日
露
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
近

郊
で
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
を
締
結
し
、
終
戦
と
な
っ
た
。
勝
利
し
た
日
本
は
、
樺
太
島
の
南
半
分
を
獲
得
し
、
朝
鮮
半
島
、
南
満
洲
で

の
権
益
を
確
保
し
た
。
ロ
シ
ア
は
極
東
へ
の
侵
略
を
あ
き
ら
め
、
バ
ル
カ
ン
へ
の
進
攻
へ
と
方
向
転
換
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
へ
と

突
き
進
む
こ
と
に
な
っ
た
。
仲
介
役
の
ア
メ
リ
カ
は
、
満
洲
に
進
出
し
よ
う
と
企
ん
だ
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。 

孫そ
ん

文ぶ
ん

は
１
８
９
４
年
ハ
ワ
イ
で
興
中
会
を
結
成
し
、
翌
年
香
港
に
も
広
め
、 

広
東
で
蜂
起
を
計
画
し
た
が
失
敗
し
、
日
本
に
逃
亡
し
た
。 

孫
文
は
康
有
為
の
改
良
主
義
と
は
違
っ
て
、 

西
洋
流
の
革
命
思
想
に
よ
っ
て
、 

中
国
を
救
お
う
と
考
え
、 

１
９
０
５
年
８
月
、
日
本
で
、 

中
国
同
盟
会
を
組
織
し
た
。 

 

１
９
０
８
年(

光
緒
34)

11
月
14
日
、
何
者
か
に
よ
り
光
緒
帝
が
毒
殺
さ
れ
た
（
37
歳
）。 

犯
人
は
不
明
。
翌
日
、
西
太
后
が
死
ん
だ
（
73
歳
）。
西
太
后
は
死
ぬ
前
に
、 

３
歳
の
溥
儀

ふ

ぎ

を
宣せ

ん

統と
う

帝て
い

と
し
、
溥
儀
の
父
の

醇
じ
ゅ
ん

親
王

し
ん
の
う

（
光
緒
帝
の
弟
）
を
摂
政
王
に
す

る
よ
う
に
言
い
残
し
て
い
た
。
12
月
２
日
、
第
12
代
皇
帝
・
宣
統
帝
即
位
。 

 

１
９
０
９
年
（
宣
統
１
）
醇
親
王
は
北
洋
大
臣
の
袁
世
凱

え
ん
せ
い
が
い

の
殺
害
を
計
画
し
た
が
、 

は
た
せ
ず
、
袁
世
凱
は
失
脚
し
て
蟄
居
さ
せ
ら
れ
た
。 

１
９
１
１
年
（
宣
統
３
）
10
月
10
、
武ぶ

昌
し
ょ
う

（
今
の
武
漢

ぶ

か

ん

）
で
革
命
軍
の
反
乱
が
起
こ
り
、 

辛
亥

し
ん
が
い

革
命

か
く
め
い

が
勃
発
し
た
。
反
乱
は
ま
た
た
く
ま
に
、
全
国
に
ひ
ろ
が
り
、 

１
９
１
２
年
１
月
１
日
、
南
京
に
臨
時
政
府
が
樹
立
さ
れ
、
孫
文
が
臨
時
大
総
統
に
え
ら
ば
れ
た
。 

こ
こ
に
、
共
和
制
国
家
の
中
華
民
国
が
成
立
し
た
。 

 

こ
の
こ
ろ
、
北
洋
軍
閥
の
首
領
で
あ
っ
た
袁
世
凱
が
反
乱
鎮
圧
の
名
目
で
、
復
帰
。
袁
世
凱
は
、 

復
帰
の
条
件
と
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
地
位
と
醇
親
王
の
退
位
な
ど
を
清
朝
に
要
求
し
、 

そ
れ
を
受
け
入
れ
さ
せ
、
朝
廷
の
全
権
を
に
ぎ
っ
た
。 

と
こ
ろ
が
、
革
命
軍
が
一
時
劣
勢
に
な
っ
た
時
、
袁
世
凱
は
孫
文
と
密
約
を
む
す
び
、 

清
朝
を
脅
迫
し
、
皇
帝
の
退
位
を
迫
っ
た
。
宣
統
帝
の
安
全
を
保
障
す
る
条
件
で
、 

す
べ
て
を
袁
世
凱
に
ま
か
せ
て
宣
統
帝
は
退
位
し
、
清
朝
は
滅
亡
し
た
。 

秦
の
始
皇
帝
い
ら
い
、
二
千
数
百
年
つ
づ
い
て
き
た
専
制
王
朝
に
終
止
符
が
う
た
れ
た
。 

孫
文
は
袁
世
凱
と
の
密
約
に
し
た
が
っ
て
、
臨
時
大
総
統
を
辞
職
、
南
京
政
府
は
解
消
さ
れ
、 

３
月
、
袁
世
凱
が
臨
時
大
総
統
に
な
り
、
北
京
に
臨
時
政
府
が
お
か
れ
た
。 

 

袁世凱 1908 年頃 
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「趙之謙印」 

側款に、丁敬、
鄧完白より優れ
ている、と刻し、
得意になってい
る。 

「霊壽華館」 

「漢石経室」 
1863 年（同治 2） 

沈樹鏞
しんじゅよう

の書斎の室名。 

「鄭齋金石」 
1863 年（同治２） 

 
鄭道昭の拓本を入
手し、その書斎を
「鄭齋」と名づけ
た沈樹鏞に依頼さ
れて刻したもの。 

「壽如金石佳且好兮」 

側款に「石刻漢鏡銘
に倣って刻したも
の、丁敬らにはでき
ない」と刻している。 

「鄭齋所蔵」 

戦国時代の貨
幣に倣って刻
した印。 

側款に、漢の

「開通褒斜道

刻石」に倣って

刻した印と記

されている。 

沈樹鏞のため

に刻した印。 

あ 

趙
之
謙
は
、
は
じ
め
、
浙
派

せ

つ

は

の
丁 て

い

敬 け
い

・
黄
易

こ
う
え
き

ら
を
手

本
と
し
、
の
ち
、
鄧
派

と

う

は

（
新
徽
派

し

ん

き

は

）
の
鄧
石
如

と
う
せ
き
じ
ょ

を
模
範

と
し
て
学
び
、
両
派
の
良
い
と
こ
ろ
吸
収
し
て
、
最
後

に
趙
派

ち
ょ
う
は

（
新
浙
派

し

ん

せ

つ

は

）
を
樹
立
し
た
。
27
～
28
歳
頃
、
鄧

石
如
を
通
し
て
、
漢
印
・
鍾
銘
を
取
り
入
れ
、
さ
ら
に
、

秦 し
ん

の
権
量

け
ん
り
ょ
う

銘 め
い

・
詔
板

し
ょ
う
ば
ん

・
漢
碑
篆

か

ん

ひ

て

ん

額 が
く

・
泉 せ

ん

布 ぷ

・
瓦
磚

が

せ

ん

な
ど

の
篆
書
を
研
究
し
印
の
文
字
に
と
り
入
れ
た
。 

彼
は
先
人
や
古
い
作
品
を
模
範
と
し
な
が
ら
も
、
そ

れ
ら
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
深
い
心
と
、

澄
ん
だ
心
が
、
刻
字
に
現
れ
る
と
い
わ
れ
る
。
彼
は
心

光
と
眼
光
と
を
そ
な
え
た
人
で
あ
っ
た
、
と
賢
人
が
伝

え
て
い
る
。 

「松江沈樹鏞攷蔵印記」 

1863 年（同治 2） 

秦の詔版や漢の鐙器の
字に倣って刻した印。 

碑
学
派
の
つ
づ
き 

趙
之

ち
ょ
う
し

謙け
ん 

１
８
２
９
年
（
道
光
９
）
～
１
８
８
４
年
（
光
緒
10
）
清
末
の
書
画
篆
刻
の
大
家
。 

字
は
益 え

き

甫 ほ

、
30
歳
こ
ろ
か
ら
は
撝
叔

き
し
ゅ
く

。
号
は
冷 れ

い

君 く
ん

、
思
悲

し

ひ

翁 お
う

、
梅 ば

い

庵 あ
ん

、
悲 ひ

庵 あ
ん

、
悲
盦

ひ

あ

ん

、
憨
寮

か
ん
り
ょ
う

、
晩

年
は
无
悶

む

も

ん

、
な
ど
。
堂
号
は
二 に

金 き
ん

蝶
堂

ち
ょ
う
ど
う

、
苦
兼
堂

く

け

ん

ど

う

。
浙
江
省

紹
し
ょ
う

興こ
う

の
出
身
。 

 

豪
商
の
家
に
生
ま
れ
た
。
家
に
は
蔵
書
が
多
く
、
幼
い
頃
に
は
充
分
学
問
が
で
き
た
が
、
13
歳
の

と
き
、
喘
息
の
父
の
看
病
疲
れ
で
母
が
病
死
。
翌
年
、
兄
が
訴
訟
に
敗
れ
、
一
家
は
破
産
す
る
。
17
歳

こ
ろ
か
ら
沈
復
粲

し
ん
ふ
く
さ
ん

に
訓
詁
学
と
金
石
学
を
学
ん
だ
ら
し
い
。
18
歳
の
と
き
范 は

ん

敬 け
い

玉
ぎ
ょ
く

と
結
婚
。
売
芸
生

活
。
24
歳
の
と
き
父
が
死
ぬ
。
25
歳
の
と
き
杭
州
の
浙
江
按
察
使

あ
ん
さ
つ
し

（
省
の
司
法
長
官
）
繆 ぼ

く

梓 し

に
文
才

を
認
め
ら
れ
、
そ
の
幕
下
へ
。
こ
こ
で
、
政
治
に
つ
い
て
研
鑽
を
積
ん
だ
。
１
８
５
６
年
27
歳
の
と
き
、
太
平
天
国
軍
と
戦
う
た
め

清
軍
に
入
る
。
１
８
５
９
年
（
咸
豊
９
）
に
郷
試
に
合
格
。
１
８
６
０
年
、
繆
梓
、
太
平
天
国
軍
と
戦
い
戦
死
。
趙
之
謙
は
福
建
省

を
放
浪
。
１
８
６
１
年
（
咸
豊
11
）
32
歳
の
と
き
避
難
先
で
妻
と
娘
が
病
死
。
乱
に
よ
り
紹
興
の
家
も
焼
失
し
、
福
州
へ
避
難
。
号

の
冷
君
を
悲
盦
と
改
め
た
。
１
８
６
２
年
（
同
治
元
年
）
末
、
会
試
受
験
の
た
め
北
京
へ
行
く
。
北
京
で
は
金
石
学
に
打
ち
込
ん
だ
。

塾
の
講
師
や
書
画
篆
刻
を
売
っ
て
生
計
を
た
て
た
。
１
８
６
４
年
（
同
治
３
）
35
歳
か
ら
无
悶
と
号
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
年
『
補 ほ

寰
宇
訪

か

ん

う

ほ

う

碑
録

ひ

ろ

く

』
五
卷
と
附
編
完
成
。
こ
の
著
録
の
過
程
で
、
彼
は
、
大
量
の
北
魏
の
碑
刻
に
出
合
い
眼
が
開
か
れ
て
い
っ
た
。
こ
の

年
、
泰
州
の
呉
煕
載
を
訪
ね
、
そ
の
業
績
を
讃
え
て
い
る
。
１
８
６
５
年
、『
六
朝

り
く
ち
ょ
う

別 べ
つ

字
記

じ

き

』
が
完
成
。
こ
の
こ
ろ
が
、
彼
の
書
の
技

術
や
創
作
が
最
も
充
実
し
た
時
期
と
い
わ
れ
る
。
１
８
６
６
年
37
歳
か
ら
１
８
７
１
年
ま
で
書
画
を
売
り
な
が
ら
北
京
と
江
南
を
行

き
来
し
、
会
試
を
４
回
受
け
る
も
落
第
し
、
科
挙
を
あ
き
ら
め
る
。
１
８
７
０
年
41
歳
の
と
き
、
杭
州
で
何
紹
基
と
会
う
。
１
８
７

２
年
43
歳
の
と
き
江
西
へ
赴
任
。
巡
撫

じ
ゅ
ん
ぶ

の
劉
坤

り
ゅ
う
こ
ん

一 い
つ

は
趙
之
謙
の
才
能
を
認
め
、『
江
西
通
志
』
の
編
纂
を
依
嘱
し
た
。
１
８
７
３
年
44

歳
、
陳
氏
と
再
婚
す
る
。
１
８
７
４
年
45
歳
の
と
き
息
子
寿
俔
が
生
ま
れ
た
。
１
８
７
７
年
『
江
西
通
志
』
百
八
十
巻
が
完
成
す
る
。 

１
８
７
８
年(

光
緒
４
）
49
歳
の
と
き
鄱 は

陽 よ
う

県
令

け
ん
れ
い

と
し
て
赴
任
。
翌
年
、
鄱
陽
県
令
を
去
り
、
南
昌

な
ん
し
ょ
う

へ
。
１
８
８
１
年
52
歳
、
奉 ほ

う

新 し
ん

県

令
と
な
る
。
１
８
８
３
年
、
54
歳
の
と
き
娘
寿
玉
う
ま
れ
る
。
１
８
８
４
年
55
歳
、
南
城

な
ん
じ
ょ
う

に
赴
任
。
３
月
、
妻
が
死
ぬ
。
彼
は
県
令

と
な
っ
て
か
ら
政
務
に
専
念
し
、
書
画
制
作
の
余
裕
も
な
く
10
月
南
城
の
官
舎
で
、
過
労
が
た
た
り
病
死
し
た
（
55
歳
）。 

篆
刻
作
品 
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趙之謙 篆書「説文解字叙四屏
せつもんかいじじょしへい

」1867 年（同治 6）38 歳 

「于時大漢聖徳 煕明承天稽唐 敷崇殷中遐邇 被澤渥衍沛☐ 廣業甄

傲學士 知方探嘖索隠 厥誼可傳粤在 永元困頓之☐ 孟☐之月朔日 

甲申☐☐☐説 文解字叙」 

包 ほ
う

世 せ
い

臣 し
ん

は
、
鄧
石
如
の
筆
法
か
ら
、「
逆

入

ぎ
ゃ
く
に
ゅ
う

平
出

へ
い
し
ゅ
つ

」

の
書
法
を
発
見
し
た
が
、
趙
之
謙
は
、
包
世
臣
の
書

法
に
、
独
自
の
解
釈
を
加
え
、
逆
押
し
の
筆
法
を
考

案
し
、
そ
の
法
を
楷
行
草
篆
隷
の
す
べ
て
に
用
い
た
。 

し
た
が
っ
て
、
逆
入
平
出
の
筆
法
は
、
鄧
石
如
、

包
世
臣
、
趙
之
謙
と
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
も
の
と

想
わ
れ
る
。 

 

趙
之
謙
は
、
秦
漢

し
ん
か
ん

の
石
刻
か
ら
篆
書
と
八
分
隷

は
っ
ぷ
ん
れ
い

を

臨
書
し
、
篆
隷
の
意
で
楷
書
を
書
い
た
。
ま
た
、
楷

書
は
北
朝
の
石
刻
、
鄭 て

い

道 ど
う

昭
し
ょ
う

、
瘞 え

い

鶴 か
く

銘 め
い

、
石
門
頌

せ
き
も
ん
し
ょ
う

な

ど
を
臨
書
し
た
。
さ
ら
に
、
王
羲
之

お

う

ぎ

し

の
集
字
聖
教
序

し
ゅ
う
じ
し
ょ
う
ぎ
ょ
う
じ
ょ

、

蘭
亭
序

ら
ん
て
い
じ
ょ

、
鍾
繇

し
ょ
う
よ
う

の
薦 せ

ん

季 き

直

表

ち
ょ
く
ひ
ょ
う

、
李
邕

り

よ

う

の
法
華
寺

ほ

っ

け

じ

碑 ひ

、

李
陽
冰

り
よ
う
ひ
ょ
う

の
篆
書
な
ど
、
法
帖
や
唐
碑
ま
で
臨
書
し
広

く
学
ん
だ
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

趙
之
謙
の
篆
刻
創
作
の
絶
頂
期
は
30
代
半
ば

（
１
８
６
３
年
）
だ
と
い
わ
れ
、
44
歳
以
降
、
篆

刻
を
や
め
て
い
る
。
趙
之
謙
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
篆

書
や
北
魏
の
書
風
ま
で
印
に
と
り
入
れ
て
、
刻
入

す
る
書
体
を
拡
大
し
た
。
す
で
に
、
側
款
に
は
北

魏
の
書
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。 

呉
煕
載
と
趙
之
謙
は
「
呉
趙
」
と
称
さ
れ
、
今

も
、
篆
刻
界
の
最
高
峰
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

※
彼
は
自
分
の
芸
術
を
「
天
七
人
三
」
と
評
し
、
理
想

の
境
地
で
あ
る
「
天
五
人
五
」
に
到
ら
ね
ば
な
ら
な
い

と
言
っ
て
い
る
が
、
篆
刻
は
、
す
で
に
「
天
五
人
五
」

で
完
璧
だ
と
い
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
呉
煕
載

の
篆
刻
は
「
天
一
人
九
」
だ
と
評
し
て
い
る
。 

彼
の
篆
刻
は
、
呉
昌
碩
や
斉
白
石
だ
け
で
な

く
、
日
本
の
篆
刻
界
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

た
。
※
印
譜
に
は
『
二
金
蝶
堂
印
譜
』
な
ど
が
あ
る
。 

 

篆
刻
は
、
金
石
学
が
方
寸
の
小
宇
宙
に
結
晶
し

た
も
の
と
も
言
え
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
毛
筆

に
よ
る
表
現
か
ら
刻
線
表
現
へ
の
進
化
で
も
あ

り
、
書
の
再
発
見
で
も
あ
っ
た
。 

側款：呉の「天発神讖碑」
の意をとって刻したも
ので、実際は「禅国山碑」
の法を用いた、と言って
いる。 

側款：龍門山の摩崖に北魏の人が
書いた「福徳長寿四字」があるの
に倣って、古い刀法を用い、沈樹
鏞のために刻したもの。 

                

書
作
品 

趙
之
謙
が
若
い
頃
、
郷
試
に
は
顔
法
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
習
慣
と
し
て
、
彼
は
顔
真
卿
の
書
法
を
学
ん
だ
と
思
わ

れ
る
。
20
歳
前
ま
で
は
、
「
顔 が

ん

氏
家

し

か

廟
び
ょ
う

碑 ひ

」
を
一
日
に
５
０
０
字
も
習
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
阮
元
の
「
南
北
書
派
論
」
や

包
世
臣
の
書
論
や
鄧
石
如
の
影
響
を
受
け
、
顔
法
か
ら
離
れ
、
北
碑
に
熱
中
、
北
京
時
代
に
は
金
石
学
に
う
ち
こ
み
、
北
魏
の
書
を

学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
呉
煕
載
や
何
紹
基
に
も
出
会
い
、
深
い
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
。
趙
之
謙
の
書
は
、
37
歳
頃
大
き
く
変

化
し
た
よ
う
だ
。
そ
れ
は
、
篆
刻
が
完
成
し
た
頃
で
あ
る
。
篆
隷
や
北
魏
の
楷
書
の
研
究
が
進
む
に
し
た
が
っ
て
、
彼
の
書
は
少
し

ず
つ
変
化
し
、
最
後
に
、
「
北
魏
書

ほ

く

ぎ

し

ょ

」
と
呼
ば
れ
る
独
自
の
新
書
風
を
創
造
し
た
。 

                「
福
徳
長
寿
」 

１
８
６
３
年
（
同
治
２
） 

「
朱
志
復
字
子
澤
之
印
信
」 

１
８
６
４
年
（
同
治
３
） 
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趙之謙「史游
し ゆ う

・急 就 篇
きゅうしゅうへん

」紙本 

112.4×46.4 ㎝ 北京故宮博物院蔵 

漢の史游の文字教科書「急就篇」を篆
書で書いたもの。鄧石如の影響と北魏の
筆意がある。制作年不詳（38歳頃？）。 

「進近公卿傳仆勋，前後常侍諸將軍。列

侯邑有土臣封，積學所致非鬼神。」 

「之」 

「憂」 

「天」 「下」 

趙之謙「三略
さんりゃく

・八屏」の第１屏 

1878 年（光緒４）49 歳 

『
三

略

さ
ん
り
ゃ
く

』
は
中
国
の
兵
法
書
で
あ
る
。
上
略
・
中
略
・
下
略
の

三
略
よ
り
な
る
。
こ
の
作
品
に
は
、
下
略
が
書
か
れ
て
い
る
。 

「
夫
能
扶
天
下
之
危
者
、
則
據
天
下
之
安
。
能
除
天
下
之
憂
者
、

則
享
天
下
之
樂
。
能
救
天
下
之
禍
者
、
則
得
天
下
之
福
。」 

 

こ
れ
は
、
趙
之
謙
の
、
最
後
に
到
達
し
た
篆
書
の
姿
で
あ
る
。

縦
画
は
垂
直
で
は
な
く
、
だ
い
た
い
反
っ
て
い
る
。
終
筆
は
ぬ
か

ず
に
、
筆
圧
を
か
け
て
止
め
て
い
る
。
点
画
の
黒
と
分
間
の
白
と

が
響
き
あ
っ
て
い
る
。
独
自
の
「
逆
入
平
出
」
の
筆
法
で
書
か
れ

て
い
る
。 

 

※
彼
の
著
書
『
補
寰
宇
訪

ほ
か
ん
う
ほ
う

碑
録

ひ
ろ
く

』
は
、
１
８
１
２
年
に
刊
行
さ
れ
た
、

古
代
か
ら
元
代
ま
で
の
、
中
国
全
土
の
石
刻
目
録
で
あ
る
孫
星
衍

そ
ん
せ
い
え
ん

の
『
寰

宇
訪
碑
録
』
の
不
足
を
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

『
六

朝

り
く
ち
ょ
う

別 べ
つ

字
記

じ

き

』
は
、
魏
・
斉
の
石
刻
の
異
体
字
を
研
究
し
た
も
の
。 

篆
書 
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趙之謙「張衡霊憲四屏
ちょうこうのれいけんしへい

」の第 1 幅 

1868 年（同治 7）39歳。紙本、隷書。 

120.3×43.3 ㎝ 個人蔵 

後漢の張衡の著と伝えられて

いる『霊憲』の一節を、四幅の

屏風に書いたもの。この本は天

文学と占いの本である。 

「
太
素
之
先
。
幽
清
元
靜
。
寂
寞
冥
黙
。
不
可

為
象
。
厥
中
惟
霊
。
厥
外
惟
無
。
如
是
者
。
永

久
焉
。
斯
以
溟
涬
。
蓋
乃
道
之
根
也
。
根
既
建
。

自
無
生
有
。
太
素
始
萌
。」 

 

「
宇
宙
の
開
闢
以
前
は
、
奥
深
く
も
の
静
か
で
、

寂
寞
と
し
て
暗
く
音
も
な
く
、
象

か
た
ち

を
な
す
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
そ
の
中
な
た
だ
霊
、
そ
の
外
は
た
だ

無
。
こ
ん
な
ふ
う
に
、
永
遠
の
時
間
が
あ
っ
た
。
こ

れ
を
溟
涬

め
い
こ
う

と
い
い
、
思
う
に
そ
れ
が
道
の
根
源
な
の

で
あ
ろ
う
。
道
の
根
源
が
立
つ
と
、
無
よ
り
有
が
生

じ
、
太
素
が
始
め
て
萌き

ざ

す
。
」（
福
本
雅
一
氏
訳
よ
り
） 

 

趙
之
謙
は
宇
宙
の
根
源
や
天
地
創
造
な
ど
に

た
い
へ
ん
興
味
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
、
あ
ま

り
一
般
的
で
は
な
い
題
材
の
書
を
た
く
さ
ん

書
い
て
い
る
。
こ
の
作
品
も
そ
の
一
つ
で
あ

る
。
何
事
も
徹
底
し
て
追
究
し
な
け
れ
ば
す
ま

な
い
性
格
だ
っ
た
よ
う
だ
。 

 

こ
の
こ
ろ
、
趙
之
謙
は
、
逆
入
平
出
の
筆
法

に
熱
中
し
て
い
た
。
思
い
込
み
の
強
い
性
格
な

の
か
、
何
が
何
で
も
逆
入
で
書
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
、
か
な
り
無
理
を
し
て
逆
押
し
し
て
い
る

所
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
る
。 

彼
は
、
逆
入
中
鋒
の
筆
法
を
通
し
て
、
宇
宙

の
根
源
を
幻
視
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

紙
は
生
紙

き

が

み

（
朝
鮮
紙
）
に
書
か
れ
て
い
る
ら

し
い
。 

上
の
額
字
は
、
趙
之
謙
と
お
な
い
年
の
、
親
し
い
友
人
張
鳴
珂
の
た
め
に
、
彼
の
堂
号
を
書

い
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
た
い
へ
ん
書
画
を
好
み
、
同
時
代
の
書
画
人
の
略
伝
を
著
し
た
。 

 

こ
の
横
披
は
、
結
構
、
布
置
章
法
と
も
完
璧
で
あ
る
。
横
額
の
見
本
の
よ
う
な
作
品
で
あ
る
。 

 

款
識
は
「
公
束
五
兄
年
大
人
属
書 

 

弟
趙
之
謙
」・
・
・「
公
束
」
は
、
張
鳴
珂
の
字
。 

趙之謙「寒松閣
かんしょうかく

」額
がく

字
じ

 隷書 款
かん

識
しき

は楷書  紙本
し ほ ん

・横披
お う ひ

 35.5×136・0 ㎝ 東京国立博物館蔵 制作年不明。 

隷
書 
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趙之謙「氾勝之書八屏
はんしょうししょはちへい

」の第１、2 屏 楷書 紙本 

1869 年（同治 8）40歳 100.0×37.5㎝ 個人蔵 

 

朱
しゅ

糸欄
し ら ん

を施した朝鮮紙（生紙
き が み

・生漉
き ず

き紙
がみ

）に書かれ

ている。『斉
せい

民
みん

要術
ようじゅつ

』に引用される『氾勝之書
はんしょうししょ

』の本

文 180 字を友人の孫熹
そ ん き

のために書いたもの。氾勝之は

前漢代の農業家で、『氾勝之書
はんしょうししょ

』は、中国古代の農書

である。一般には、このような文章を書家は書かない

のだが、常識にとらわれない趙之謙の面目
めんもく

躍如
やくじょ

とした

作品である。 

「北魏書」の記念碑的大作品である。 

 

「
凡お

よ

そ
耕こ

う

の
本も

と

は
、
時と

き

に

趣
お
も
む

い
て
土
を
和
し
、

糞
沢

ふ
ん
た
く

に
務
め
、
早
く
す
き
早
く
穫か

く

す
る
に
在
り
。

春

凍

し
ゅ
ん
と
う

解と
け

け
、
地
気
始
め
て
通
じ
、
土
は
一い

つ

に
和
解

す
。
夏
至

げ

し

に
天
気
始
め
て
暑
く
、
陰
気
始
め
て
盛

ん
に
し
て
、
土
は
復ま

た
解
く
。
夏
至
後
の
九
十
日

に
、
昼
夜
（
分
か
れ
、
天
地
の
気
は
和
す
。）」 

  

趙
之
謙
は
37
歳
頃
、
逆
入
平
出
の
技
法
に
没
頭

し
だ
し
た
と
い
う
。
は
じ
め
は
、
北
碑
の
中
で
も

特
に
「
始
平
公
造
像
記
」
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
よ

う
で
あ
る
。
北
魏
の
楷
書
を
徹
底
的
に
研
究
し
、

や
が
て
、
包
世
臣
が
理
想
と
し
た
鄭
道
昭
の
楷
書

（
篆
勢
分

て
ん
せ
い
ふ
ん

韻い
ん

草そ
う

情
じ
ょ
う

こ
と
ご
と
く
具
わ
る
）
を
学

び
、
最
後
に
「
北
魏
書
」
と
よ
ば
れ
る
独
自
の
書

風
を
確
立
し
た
。 

※
勢
は
す
が
た
、
韻
は
リ
ズ
ム
、
情
は
あ
じ
わ
い
。 

趙之謙「良
りょう

魚在淵対聯
ぎょざいえんついれん

」紙本 各 167.2×43.4 ㎝ 

1868 年（同治７）39 歳 
 
「良魚は淵に在り、小魚は渚に在る。土治まれ
るを、平と曰い、水治まるを、清と曰う。」 
 
友人の文卿のために書いたもの。 

楷
書
（
北
魏
書

ほ

く

ぎ

し

ょ

） 
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「
草
は
風
氣
を
呼
び
、
池

は
月
影
を
揺
す
る
。 

徳
は
甘
露
に
☐
く
、
言
は

清
泉
に
感
ず
。 

述
庵
公
祖
大
人
正
書 

趙
之
謙
」 

 

述
庵
と
い
う
人
の
た

め
に
か
い
た
も
の
。 

ハ
ネ
が
鎌
の
よ
う
に
大

き
い
、
堂
堂
と
し
た
書
き

ぶ
り
の
作
品
。 

晩
年
の
作
と
想
わ
れ
る
。 

趙之謙「尺牘
せきとく

」 東京国立博物館蔵 

 

 

 

趙
之
謙
の
日
常
の
筆
づ
か
い
の
書
。

素
直
な
書
き
ぶ
り
の
行
草
で
あ
る
。 

「
去
年
あ
る
人
が
来
て
、
兄き

み

に
代
わ
っ
て
扇

子
を
求
め
、
扇
子
の
値
が
高
い
の
で, 

か
な
ら
ず
返
さ
れ
る
よ
う
申
し
ま
し
た
が
、

笑
っ
た
だ
け
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま

し
た
。
そ
の
と
き
す
で
に
一
本
を
描
い
て
い

た
の
で
、
す
ぐ
さ
ま
描
き
あ
げ
ま
し
た
が
、

か
え
っ
て
い
つ
ま
で
も
取
り
に
来
る
人
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。・
・
・
・
・
・ 

直
ち
ょ
く

翁お
う

尊そ
ん

兄け
い

大
人

た
い
じ
ん

。
叔

安

し
ゅ
く
あ
ん

。
愚
弟
趙
之

ぐ
て
い
ち
ょ
う
し

謙け
ん

頓
首

と
ん
し
ゅ

。 

趙之謙「草呼風氣対聯
そうこふうきついれん

」紙本 145×38.7 ㎝ 晩年作？ 

右の部分 頭の 2 字は「氵＋犭＋奇」 

趙之謙「呉
ご

鎮
ちんの

詩
し

2首」の第 1

幅｡ 紙本 149.9×40.9㎝×4 

40 歳前後の制作？ 

 

｢我愛晩風清。☐☐動脩

竹。惨澹暮雲多。蕭森分

野緑。開窓 瞑色佳｡靜賞

懽易足。｣ 

行
草
書 
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彼
の
作
品
の
特
徴
は
、
理
知
的
、
作

為
的
。
性
格
は
傲
慢
、
奇
を
衒
う
、
自

信
家
で
孤
独
、
客
に
媚
び
る
、
な
ど
な

ど
、
真
実
は
不
明
。
天
才
的
な
技
量
の

持
ち
主
だ
が
、
す
べ
て
に
不
満
を
感
じ

て
、
鬱
鬱
と
生
き
、
失
意
と
不
運
の
う

ち
に
世
を
去
っ
た
と
い
う
。 

詩
集
に
『
悲
盦
居
士
詩
賸

ひ

あ

ん

こ

じ

し

し

ょ

う

』
な
ど
が

あ
る
。 

 

趙之謙「宜富当貴図」147.5×57.3 ㎝  

東京国立博物館蔵 牡丹の絵。 

趙之謙「四時
し じ

花卉図
か き ず

」4 幅 紙本着色 各 240×60 ㎝ 1870年（同治 9）41 歳  東京国立博物館蔵 

絵
画 趙

之
謙
は
10
代
か
ら
文
人
画
を
習
い
始
め
た
。
花
卉
画
を
得
意
と
し
た
。
海
上
派
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
。 

篆
隷
の
筆
法
で
絵
を
描
い
た
。
徐
渭

じ

ょ

い

の
用
筆
法
、
墨
法
や
惲う

ん

寿じ
ゅ

平へ
い

の
没
骨
色
彩
法
、
李
鱓

り

せ

ん

の
構
図
法
と
彩
色
法
、
鄭

燮

て
い
し
ょ
う

ら
を
模
範
と

し
て
倣
い
、
奇
抜
な
構
図
と
胡
粉
を
混
ぜ
る
華
麗
な
彩
色
な
ど
、
独
自
の
画
風
を
創
造
し
た
。
清
末
大
写
意
花
卉
画
の
開
祖
と
い
わ

れ
る
。 
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康有為「行書七言絶句軸」 

134.0×58.6 ㎝ 東京国立博物館蔵 

康
有
為

こ
う
ゆ
う
い 

１
８
５
８
年
（
咸
豊
８
）
～
１
９
２
７
年
（
民
国
16
）
政
治
家
・
学
者
・
思
想
家
・
書
家 

広
東
省
南
海
県
の
出
身
。
家
は
地
主
。
代
々
学
者
の
家
柄
。
父
は
江
西
省
の
知
県
。 

別
名
を
祖
詒

そ

い

、
字
は
広
厦

こ

う

か

、
号
は
長
素

ち
ょ
う
そ

・
更
生

こ
う
せ
い

・
天
游
化
人

て
ん
ゆ
う
か
じ
ん

・
西

樵

さ
い
し
ょ
う

山
人

さ
ん
じ
ん

・
明
夷

み

ん

い

な
ど
。 

居
を
万
木
草
堂
と
号
し
た
。
通
称
は
南
海
先
生
。 

 

幼
少
よ
り
教
育
を
受
け
、
宋
学
を
中
心
に
孔
子
の
道
を
学
ぶ
。
後
、
陽
明
学
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
思

潮
に
も
ふ
れ
、
史
学
、
仏
教
学
、
公
羊
学
な
ど
を
学
び
、
独
自
の
儒
教
学
説
を
思
索
し
、
孔
子
尊
崇
運

動
を
し
た
。
著
書
に
『
新
学
偽
教
考
』『
孔
子
改
制
考
』『
大
同
書
』
な
ど
が
あ
る
。
彼
は
、「
大
同
世
界
」

と
い
う
、
一
切
の
苦
悩
か
ら
解
放
さ
れ
た
完
全
に
自
由
平
等
な
世
界
を
夢
み
て
い
た
。 

 

明
治
維
新
を
手
本
と
し
て
富
国
強
兵
・
救
国
済
民
の
た
め
に
政
治
変
革
に
奔
走
し
た
。「
戊
戌
変
法
」
の
失
敗
の
後
、
日
本
に
亡
命

し
、「
保
皇
会
」
を
組
織
し
、
光
緒
帝
擁
立
運
動
を
し
た
。
袁
世
凱
と
も
共
同
し
た
が
分
裂
し
、
青
島
で
病
死
し
た
。 

『
広こ

う

芸げ
い

舟
し
ゅ
う

双
楫

そ
う
し
ゅ
う

』
１
８
９
３
年
（
光
緒
19
）
康
有
為
が
32
歳
か
ら
書
き
は
じ
め
35
歳
の
と
き
刊
行
さ
れ
た
。 

包
世
臣
の
『
芸
舟
双
楫
』
の
説
を
強
調
し
た
も
の
と
自
ら
述
べ
て
い
る
。
碑
学
派
の
立
場
か
ら
中
国
の
書
道
史
や
書
の
源
流
、
書

法
論
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。
碑
学
を
尊
び
、
帖
学
を
攻
撃
、「
尊
魏
卑
唐
」
の
説
で
あ
る
。 

金
農

き
ん
の
う

と
鄭

燮

て
い
し
ょ
う

を
碑
学
派
の
先
駆
と
し
、
伊
秉
綬

い
へ
い
じ
ゅ

と
鄧
石
如

と
う
せ
き
じ
ょ

を
開
祖
と
し
て
い
る
。
鄧
石
如
の
篆
書
と
楷
書
を
最
高
の
も
の
と
評
価
。 

そ
の
一
部
を
見
て
み
よ
う
。 

「
綴
法

て
つ
ほ
う

第
21
」
よ
り
。
書
法
の
妙
は
全
く
運
筆
に
在
り
。
運
筆
は
呼
吸
の
長
短
の
変
化
で
あ
る
、
そ
れ
に
よ
っ
て
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ
、

筆
者
の
感
情
が
増
幅
さ
れ
、
生
命
が
躍
動
し
て
く
る
。（
黄
庭

こ
う
て
い

堅け
ん

の
「
李り

太
白

た
い
は
く

憶お
く

旧

遊

き
ゅ
う
ゆ
う

詩
巻

し

か

ん

」
な
ど
が
良
い
例
で
あ
る
） 

「
方ほ

う

筆ひ
つ

」
❘
「
高
貞

こ
う
て
い

碑ひ

」「
始し

平へ
い

公こ
う

」「
楊よ

う

大
眼

だ
い
が
ん

」
な
ど 

「
円え

ん

筆ぴ
つ

」
❘
「
石
門
頌

せ
き
も
ん
し
ょ
う

」「
鄭て

い

文ぶ
ん

公こ
う

」「
瘞え

い

鶴か
く

銘め
い

」
な
ど 

「
方
円
両
筆
」
❘
「
爨さ

ん

龍
り
ゅ
う

顔が
ん

碑ぴ

」「
解か

い

伯は
く

達た
つ

碑ひ

」
な
ど 

 

「
意
在

い

ざ

い

筆
前

ひ
つ
ぜ
ん

・
字じ

は

居
ひ
つ
ご

筆
後

に

お

る

」
❘
「
意
先
筆
後
」
の
条
件
。 

 

「
蔵
法
」「
逆
入
逆
収
」「
蔵
頭
護
尾
」 

「
横
毫
側
管
・
竪
筆
直
鋒
」 

「
永
字
八
法
」 

「
書
線
に
お
け
る
骨
・
筋
・
肉
」 

「
学
叙

が
く
じ
ょ

第
22
」
よ
り
。
書
を
学
ぶ
順
序
。 

ま
ず
、
は
じ
め
に
筆
の
持
ち
方
。
次
に
楷
書
の
結
構
法
。
つ
づ
い
て
用
筆
法
。 

大
字
か
ら
学
ぶ
べ
し
。
南
北
朝
代
の
碑
文
の
楷
書
の
学
習
に
よ
っ
て
基
礎
を
固
め
る
こ
と
。
基
礎
が
ほ
ぼ
で
き
た
ら
、
黄
庭
堅

の
行
書
や
『
淳
化
閣
帖

じ
ゅ
ん
か
か
く
じ
ょ
う

』
の
行
書
な
ど
「

帖
じ
ょ
う

」
も
学
ぶ
こ
と
。 
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桂馥「隷書六言聯
れいしょろくごんれん

」紙本 各 128×21 ㎝ 

西冷印社蔵 

陳鴻寿「隷書八言聯
れいしょはちごんれん

」1804 年 

各 145×21.7cm   東京国立博物館蔵 

波 勢 を 見 せ な い 飄逸
ひょういつ

な 風 。

開通褒斜道刻
かいつうほうやどうこく

石
せき

や石門頌
せきもんしょう

を学んだ。 

伊秉綬「隷書七言聯
れいしょしちごんれん

」 

各 131.2×22.0㎝ 東京国立博物館蔵 

碑
学
派
の
書
家
た
ち 

桂
馥

け
い
ふ
く 

１
７
３
６
（
乾
隆
元
）
～
１
８
０
４
（
嘉
慶
元
） 

 

字
は
冬
卉

と

う

き

、
号
は
未
谷

み

こ

く

な
ど
。
山
東
省
曲
阜

さ
ん
と
う
し
ょ
う
き
ょ
く
ふ

の
出
身
。 

１
７
９
１
年
の
進
士
。
雲
南
省
永
平
県
の
知
県
。 

文
字
学
者
、
古
印
研
究
家
、
篆
刻
家
、
書
家
。 

 

         

伊
秉
綬

い
へ
い
じ
ゅ 

１
７
５
４
年(

乾
隆
19)

～
１
８
１
５
年
（
嘉
慶
20
）
碑
学
派
の
先
駆
者
。 

字
は
組そ

似じ

、
号
は
墨ぼ

く

卿け
い

、
南
泉

な
ん
せ
ん

、
黙も

く

庵あ
ん

な
ど
。
福
建
省
寧
化
の
出
身
。 

１
７
８
９
年
の
進
士
。
広
東
恵
州
や
揚
州
の
知
府
を
歴
任
。 

書
家
。
篆
刻
、
画
、
古
隷
の
名
手
。
漢
隷
へ
の
復
帰
を
志
し
た
。 

劉

墉

り
ゅ
う
よ
う

の
弟
子
。
波
勢

は

せ

い

の
な
い
独
特
の
隷
法
を
創
始
し
た
。 

        

陳 ち
ん

鴻 こ
う

寿 じ
ゅ 

１
７
６
８
年
（
乾
隆
33
）
～
１
８
２
２
年
（
道
光
２
） 

字
は
子し

恭
き
ょ
う

、
号
は
曼
生

ま
ん
せ
い

な
ど
。
浙
江
省
銭
塘

せ
ん
と
う

の
出
身
。
書
家
、
画
家
、
篆
刻
家
。 

阮
元
の
書
記
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
篆
刻
は
秦
漢
を
学
び
、
丁
敬
・
黄
易
を

宗
と
し
た
。
摩
崖
の
書
を
好
ん
だ
。
篆
・
隷
・
行
草
は
独
創
的
。「
西
冷
八
家

せ
い
れ
い
は
ち
か

」。 

晩
年
、
砂さ

壺こ

（
朱し

ゅ

泥で
い

）
の
「
曼
生

ま
ん
せ
い

壺こ

」
を
考
案
し
た
。 

 

      



書道もろもろ塾 5‐13（’13,3,17） 154 

張廉卿「行書七言聯」 各 136.1×31.2㎝ 

東京国立博物館蔵 

陳鴻寿「穆生
ぼくせい

」 

側款「曼生為嘯谷兄作」 

陳鴻寿「曼生壺」 

楊峴「隷書霓裳逸史四屏
れいしょげいしょういっししへい

」部分 

176.7×46.8 ㎝東京国立博物館蔵 

陳鴻寿「花卉図」1812 年 

東京国立博物館蔵 

陳鴻寿「松宇秋琴」 

陳鴻寿「琴書
きんしょ

詩画
し が

巣
そう

」 

            

楊
峴

よ
う
け
ん 

１
８
１
９
年
（
嘉
慶
24
）
～
１
８
９
６
年
（
光
緒
22
）
書
家
・
詩
人
・
金
石
学
家
。
浙
江
省
帰
安

き

あ

ん

（
今
の
湖
州
）
の
出
身
。 

字
は
見
山

け
ん
ざ
ん

、
号
は
季き

仇
き
ゅ
う

、
藐

び
ょ
う

翁お
う

、
鴻こ

う

煕き

軒け
ん

な
ど
。
１
８
５
５
年
（
咸
豊
５
）
の
挙
人
。
金
石
を
好
ん
だ
。
詩
文
、
隷
書
が
得
意
。 

趙
之
謙
や
呉
大
徴
ら
と
交
流
し
た
。
呉
昌
碩
は
弟
子
。 

太
平
天
国
の
乱
の
鎮
圧
に
参
加
し
、
上
海
に
滞
在
中
、
１
８
６
２
年
（
44
歳
の
と
き
）
騒
乱
で
二
人
の
息
子
と
姉
、
兄
嫁
の
肉
親

を
失
い
、
自
宅
が
全
焼
、
次
男
の
鴻こ

う

煕き

は
行
方
不
明
、
妻
と
次
女
だ
け
が
生
き
残
っ
た
。
官
に
就
い
た
の
も
遅
く
、
公
私
と
も
に
不

運
な
人
で
あ
っ
た
。
後
に
、
次
男
を
偲
ん
で
鴻
煕
軒
と
号
し
た
。 

59
歳
で
常
州
府
知
事
に
、
65
歳
で
松
江
府
知
事
に
な
り
、
翌
年
辞
任
、
官
界
を
引
退
し
て
文
墨
生
活
に
は
い
っ
た
。 

       

張

裕

釗

ち
ょ
う
ゆ
う
し
ょ
う 

１
８
２
３
年
（
道
光
３
）
～
１
８
９
４
年
（
光
緒
20
） 

字
は
廉れ

ん

卿け
い

。
湖
北
省
武
昌
の
出
身
。
１
８
４
６
年
、
挙
人
に
な
り
、
内
閣
中

書
と
な
っ
た
。
後
に
曽
国
藩
の
幕
府
に
入
っ
た
。 

 

書
法
を
北
魏
の
「

張
ち
ょ
う

猛も
う

龍
り
ょ
う

碑ひ

」「
弔
比

ち
ょ
う
ひ

干か
ん

文ぶ
ん

」、
東
魏
の
「
凝
禅
寺
三
級
浮

図
碑
」、
隋
の
「
淳
于
倹

じ
ゅ
ん
う
け
ん

墓
誌

ぼ

し

」
に
学
ん
だ
。
日
本
の
宮
島

み
や
じ
ま

詠
士

え

い

し

は
弟
子
。 
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楊守敬「行書軸」 

 

「彭沢先生柳、山陰道士

鵞、我来従所好、停策夏陰

多、重以観魚楽、因之鼓枻

歌、雀徐跡未朽、千載揖清

歌」 

呉大徴「篆書八言聯」1869 年（同治８） 

各 175.5×31.5㎝  東京国立博物館蔵 

徐三庚「六言対聯」 

「廣平有梅華賦」「少陵無海棠詩」 

「華長好月長円人長寿」 

「黄山寿印」 

徐
三

じ
ょ
さ
ん

庚 こ
う 

１
８
２
６
年
（
道
光
６
）
～
１
８
９
０
年
（
光
緒
16
） 

篆
刻
の
名
人
。
浙
江
省

上
じ
ょ
う

虞ぐ

の
出
身
。 

字
は
袖
海
・
辛し

ん

穀こ
く

、
号
は
金
罍
山

き
ん
ら
い
さ
ん

民み
ん

・
井
罍
山

せ
い
ら
い
さ
ん

民み
ん

な
ど
。
篆
刻
は
鄧
派
に
学
ん
だ
。
書
は
篆
隷
を
得
意
と
し
た
。 

篆
書
は
呉
の
「
天
発
神
讖

て
ん
ぱ
つ
し
ん
し
ん

碑ひ

」
を
学
ん
だ
。
隷
書
に
は
金
農
の
筆
法
を
と
り
い
れ
た
。 

         

呉 ご

大

徴

だ
い
ち
ょ
う 

１
８
３
５
年
（
道
光
15
）
～
１
９
０
２
年
（
光
緒
28
） 

金
石
学
者
。 

字
は
清せ

い

卿け
い

、
号
は
愙か

く

斎さ
い

な
ど
。
蘇
州
の
人
。
１
８
６
８
年
の
進
士
。
広
東
巡
撫
、
湖
南
巡
撫
に
至
る
が
、
日
清
戦
争
敗
戦 

の
責
任
を
と
っ
て
辞
任
し
た
。
書
は
篆
書
・
籀
文
を
得
意
と
し
た
。
著
書
『
説
文
古
籀
補
』
は
文
字
学
の
名
著
で
あ
る
。 

          

楊 よ
う

守 し
ゅ

敬 け
い 

１
８
３
９
年
（
道
光
19
）
～
１
９
１
５
年
（
民
国
４
） 

学
者
、
地
理
学
の
権
威
。
能
書 

 

字
は
惺
吾
、
号
は
鄰
蘇

り

ん

そ

。
湖
北
省
宜
郡
の
出
身
。
１
８
６
２
年
の
挙
人
。
金
石
学
に
通
暁
し
て
い

た
。
書
論
に
『
学
書
邇
言
』
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。
書
は
欧
陽
詢
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
。

１
８
８
０
年
（
光
緒
６
）
駐
日
公
使
の
随
員
と
し
て
来
日
し
、
４
年
間
滞
在
。
そ
の
間
、
明
治
日
本

の
書
家
た
ち
に
、
碑
学
を
鼓
吹
し
、
北
魏
の
楷
書
を
伝
え
る
な
ど
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。 

       

以
上
、
代
表
的
な
碑
学
派
の
何
人
か
に
つ
い
て
の
べ
て
き
た
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
楊
沂
孫

よ
う
き
そ
ん

な
ど
が
い
る
。 

ま
た
、
帖
学
派
だ
が
、
潘
存

は
ん
そ
ん

や
翁お

う

同
和

ど

う

わ

な
ど
も
書
の
歴
史
に
名
を
残
し
て
い
る
。 


